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研究成果の概要（和文）：本研究は、2011 年11 月にユネスコ総会において採択された「歴史的都市景観に関す
る勧告」後の日本の歴史的都市景観整備について研究を進めた結果、歴史まちづくり法のもとでの施策と連携し
つつ、面的な都市景観の歴史的価値を明らかにする調査を地域計画の下で実施し、重点地域として計画の中に位
置づけると同時に、歴史まちづくり計画を策定し、規制誘導施策を予算措置を伴いながら策定することをプロセ
スとして推奨することによって、「歴史的都市景観」を軸とした新たな都市計画整備施策の実施に向けたロード
マップが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study carried out an investigation for the enforcement of new city 
planning measures, adopted the UNESCO’s recommendation on historic urban landscape. As a result, it
 clarified a roadmap for the enforcement of new city planning measures through the following 
methods; 1)carrying out an investigation in order to clarify the historic value of its urban 
landscape and to clarify important historic areas, 2)placing such important historic areas into 
regional plan, 3)deciding on a historic city plan under the Law on the Maintenance and Improvement 
of Historical Landscape in a Community (known as the Law on Historical Urban Development), and 4)
devised a regulation and instruction measure while being accompanied by budget measures as a 
process.

研究分野： 都市計画

キーワード： 歴史的都市景観　文化的景観　文化財保存活用地域計画　歴史まちづくり

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「歴史的都市景観」の問題を単なる景観保全の施策として捉えることを超え、都市のマネジメント戦略の中で捉
え直し、それによってグローバルな視点に立って、新たな都市戦略を空間的な施策として確立するための実施に
向けたロードマップを明らかにしたことは、日本の都市計画制度の新しい展開と都市マネジメント戦略の中での
有効な位置づけに関する重要な知見を提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
2011 年 11 月にユネスコ総会において「歴史的都市景観に関する勧告」(Recommendation on 
historic urban landscape)が採択され、ユネスコ加盟各国では徐々に法的整備がすすみつつあ
る。ここでいう「歴史的都市景観」とは、歴史的なスカイラインや眺望景観などを含む概念で、
ロンドン塔やケルンの大聖堂などのような世界遺産となっているモニュメントの背景に超高層
のオフィスビルが林立することを危惧することから 1990 年代に生まれた考え方で、比較的新
しい。また、議論が主として西欧中心に行われてきたため、日本においてこのことを知悉してい
る研究者は限られ、このユネスコの勧告に関しても日本ではほとんど知られていない。 
「歴史的都市景観」はユネスコの勧告案文において詳細に定義されているが、日本の歴史的環境
保護法制においてはこうした規制の考え方は存在しないため、今後の日本の都市景観整備は同
勧告を尊重しつつ、都市マネジメントにおいて具体的施策を実施しなければならない事態に立
ち至った。とりわけ、都市計画におけるマネジメント的側面が重要視される昨今において、新た
な都市景観施策を都市の経営戦略の中に位置づけ、効果的な施策を手順に実施することが求め
られ、そのための方法論を確立する必要がある。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、2011 年 11 月にユネスコ総会において採択された「歴史的都市景観に関する勧告」
後の日本の都市景観整備について、同勧告を尊重しつつ、都市マネジメントにおいて具体的な戦
略を確立し、各自治体における都市景観整備を新しい段階に発展させる施策とそこへ至るロー
ドマップを明らかにすることを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究はおおきく３つの研究部門から構成され、いずれのテーマについても理論の構築とケー
ス・スタディを補完させ合いながら研究を進める。 
 

１． 都市計画の先進諸国において「歴史的都市景観」の問題を都市計画制度の中にどのよ
うに位置づけようとしているのかを明らかにする国際的視点での研究 

1-1 ユネスコ勧告成立後の各国における「歴史的都市景観」の概念の受容に関する研究 
1-2 「歴史的都市景観」を都市計画の内部に制度化することに関する実態分析研究 

 
２． 日本における「歴史的都市景観」の都市計画制度の内部化に関する研究 

2-1 「歴史的都市景観」を計画立案の仕組みの中に位置づける手法に関する研究 
2-2 「歴史的都市景観」の規制に関する法理論に関する研究 
2-3 都市マネジメント戦略における「歴史的都市景観」施策の位置づけに関する研究 

 
３． 新しい都市マネジメント戦略の中における空間的施策の位置づけに関する研究 

3-1 諸外国及び日本の先進自治体による都市マネジメント戦略における「歴史的都市景
観」を中心とした空間施策全般の位置づけに関する政策的研究 

3-2 日本における「歴史的都市景観」を軸とした新たな都市景観整備施策の実践のため
のロードマップ提言に向けた実践的研究 

 
 
 
４．研究成果 
 
平成 28(2016)年度は、第一の研究部門である都市計画の先進諸国において「歴史的都市景観」
の問題を都市計画制度の中でどのように位置付けているのかに関し、国際的視点での研究の調
査（ロンドン、バルセロナ、フローニンゲン、シュツットガルト、マルセイユ、ニューヨーク、
デトロイト）をほぼ終えることが出来た。並行して第二の研究部門である日本における「歴史的
都市景観」を都市計画制度に内部化するかに関し、調査（横浜）を実施した。また、第三の研究
部門の新しい都市マネジメント戦略の中における空間的施策の位置づけに関する研究の内部的
な議論を開始した。これらの成果は、平成 29 年 2月に共同研究者全員の参画により『都市経営
時代のアーバンデザイン』として、学芸出版社より刊行した。 
 
平成 29(2017)年度は、第一の研究部門を終了し、第二の研究部門の議論をひろく日本の都市計



画制度のなかにおける歴史的都市景観関連の運用実態を明らかにし、今後に向けた議論を進め
た。その成果は、平成 29年 10 月に共同研究者ほぼ全員の参画により『まちを読み解く―景観・
歴史・地域づくり―』（西村幸夫・野澤康編、朝倉書店）として刊行したほか、平成 29年 8 月に
は、アジア都市に関しては『都市の遺産とまちづくリ』（鈴木伸治編、春風社）として発表した。 
 
 
平成 30(2018)年度は、第二の研究部門である日本における「歴史的都市景観」を都市計画制度
に内部化するかに関しては、平成３０年６月に文化財保護法が改正され、文化財保存活用地域計
画（以下、地域計画）の制度が法定化されたことにともない、その実施に向けた施策を検討する
にあたり、運用指針の公表とその実施を待って本研究を延期した。 
 
 
令和元(2019)年度は、平成３０年６月に文化財保護法が改正され、文化財保存活用地域計画（以
下、地域計画）の制度が法定化されたことにともない、その実施に向けた施策を検討するにあた
り、運用指針の施行が平成３１年４月より実施され、本研究を再開することとなった。 
地域計画の策定が多くの自治体で開始され、その策定にあたって未指定文化財の悉皆的調査が

盛り込まれることが多く、その一部として「文化的景観」候補地の調査が入ることから、「歴史
的都市景観」の視点もひろく地域計画に活かせる可能性が高まったことを明らかにした。ただし、
現時点においては地域計画の策定が文化財担当課の所轄にとどまっているため、都市計画的な
手法との橋渡しが欠落している現状も同時に明らかになった。 
 
 
令和 2(2020)年度は、新型コロナウイルスの影響により繰越した第三の研究部門におけるアジア
の都市マネジメント戦略の中の空間的施策の位置づけに関する研究について、インターネット
による文書検索、関係者へのオンライン・ヒアリング等の実施を行ない、学術論文としてまとめ
て日本都市計画学会にて発表した。 
研究全体としては、第三の研究部門の新しい都市マネジメント戦略の中における空間的施策の

位置づけに関する研究の内部的な議論をまとめ、日本での歴史まちづくり法のもとでの施策と
連携しつつ、面的な都市景観の歴史的価値を明らかにする調査を地域計画の下で実施し、重点地
域として計画の中に位置づけると同時に、歴史まちづくり計画を策定し、規制誘導施策を予算措
置を伴いながら策定することをプロセスとして推奨することによって、「歴史的都市景観」を軸
とした新たな都市計画整備施策の実施に向けたロードマップが明らかになった。 
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